
 

ＪＡ兵庫みらい 協同活動ハイライト 
ＪＡ兵庫みらいは、「みらいの食と農を豊かに、地域とともに歩むＪＡ」をテーマとする第７次中

期経営計画に取り組んでいます。 

令和５年度の主な取り組み状況を紹介します。 

 

○持続可能な農業の実現 

取り組み 具体的な内容 取り組み状況 

農業者の経営安

定と収益力強化 

 

地域農産物の産地振興 水稲・黒大豆・小麦・アスパラガスの４品目を主要振

興作物として位置付け、高品質・高収量に向けた栽培

技術指導を実践し、農業者の所得向上と産地振興に取

り組みました。 
 

令和５年度作付面積 

 計画 実績 

水 稲 4,500ha 4,586ha 

黒大豆 105ha 89ha 

小 麦 320ha 329ha 

アスパラガス 130a    131a 

地域の活性化 

 

魅力ある店舗(直売所)

づくり 

消費者モニター会を開催し、消費者の意見を取り入れ

た店舗づくりに取り組みました。 

春開催（3地区合計） 8名 

夏秋開催（3地区合計） 8名 

 

野菜栽培講習会「ぐれっぷ」を開催し、直売所出荷会 

員の拡大に取り組みました。 

 

新規出荷会員数（3地区合計） 35名 

地域に根ざした

ＪＡ 

 

 

 

 

 

 

担い手・後継者育成に向

けた取り組み 

 

アスパラガスの生産振興を図り、栽培指導から販売ま

での支援に取り組みました。 

 

生産資材の安定

供給と支援 

 

生産コスト削減への貢

献 

各営農生活センター営農相談員およびＴＡＣによる

営農相談を通じて、農業用パイプハウス設置支援をお

こないました。  

※補助率：５０％（上限５０万円） 

令和５年度設置実績 
 

 実績 

パイプハウス 3件 

98 109 114 116 131
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作付面積（単位：a）



○豊かな地域社会の実現 

取り組み 具体的な内容 取り組み状況 

総合事業を通じ

たサービスの提

供 

 

地域に根ざし、地域に

求められる総合事業の

展開 

各地域の小学校等に出向き、｢出前授業｣ を開催し､ 

農業の楽しさを伝え､ 未来の担い手育成に向けて取

り組みました。 

●バケツ苗   ●田植え  ●黒大豆種まき 

 

組合員のメンバ

ーシップの強化 

 

 

 

 

 

 

 

組合員や地域住民の声

をＪＡ運営へ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地区別懇談会や地域ふれあい委員会、各事業所等に

寄せられた組合員や地域の皆さまの評価・意見・要

望をＪＡ全体で共有し､事業に反映できるように取り

組みました｡ 

 

●皆さまからいただいたご意見やご要望は、広報誌

（6月号・10月号・2月号）に｢ＪＡの考え方｣とし

て掲載しました。 

 

●ＪＡ組織基盤強化(組合員とのつながり強化)を目

的に、常勤役員が各地域の担い手農家、営農組合組

織等への戸別訪問に取り組み、農業経営上の課題等

について意見を取り交わしました。 

魅力ある協同活

動の展開 

 

次世代に向けた地域貢

献活動の実践 

活動内容を工夫し、組合員や地域住民に選ばれるＪＡ

をめざし「ＪＡファンづくり活動」に取り組みました。 

ＪＡファンづくり活動実施数 

（全店舗合計） 
68回 

「親子農業体験」を開催し、次世代への絆づくりや

食と農にかかる活動に取り組みました。 

「みらいキッズ親子農業体験」 

実施月 実施内容 

7月 じゃがいも収穫 

「認定こども園向け収穫体験」 

実施月 実施内容 

5月 じゃがいも収穫 

12月 
じゃがいも収穫 

だいこん収穫 
 



取り組み 具体的な内容 取り組み状況 

ＪＡの組織基盤

強化へ向けた次

世代組合員の確

保 

次世代組合員の加入促

進への取り組み 

 

支店・営農生活センターを拠点としたＪＡファンづく 

り活動等を通じて、組合員の増加に取り組みました。 

 

  

 

 

○健全な経営基盤の確立と人づくりの実現 

取り組み 具体的な内容 取り組み状況 

環境の変化に迅

速に対応できる

人材育成 

 

営農経済事業の意識付

け強化 

 

新採用職員に向けて、農業協同組合の職員としてＪ

Ａを理解するために、農業体験への参加をとおし

て、農業知識の取得および職員間のつながりづくり

に取り組みました。 

 

 

 

 

 

 

 

管内の生産者支援およびＪＡ職員自らの成長を促す

ため、(株)兵庫みらいアグリサポートが募集する農作

業への副業制度を導入し実施しました。 

実施月 内容 

10月 草刈り 

11月 草刈り 
 

健全な経営基盤

の確立 

将来の見通しを踏まえ

た経営計画の策定・検

証 

持続可能な経営基盤を確立するため、中長期の収支シ

ミュレーションに基づく経営計画の策定・検証に取り

組みました。 
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組織、会議への参加

評価・意見や情報の伝達、把握

総代、理事等の選出

事業の

実施

総代会で組合員の

評価・意見を確認し決定

評価・意見に基づく改善策の検討

経営計画案の策定

組合員や地域の皆さまの声をＪＡの運営に反映する取り組み 

組合員や地域の皆さまの評価・意見を踏まえたＪＡ兵庫みらいの取り組み 

Ｑ1.  水稲苗の価格が毎年上昇している。大規

模農家や営農組合などは助成していただい

ていますが、個人の小規模農家に対しても､

何らかの支援をお願いしたい。 

（地区別懇談会からの意見） 

Ａ1.  水稲苗については、農作業省力化のため

箱剤散布済とし価格が上昇しています。し

かし、１ヵ所１，０００枚以上降ろしで１

枚１００円の助成をさせていただいていま

す。個人の農家も日本の農地を守っていた

だくため、大切にしなければならないと思

っています。今後、対応を検討させていた

だきます。 

Ｑ2. 生産者と直接ふれあう機会を提供してほ

しい｡ 

（直売所消費者モニターからの意見） 

Ａ2. 直売所では定期的に生産者による対面販

売を実施し、消費者と交流できる機会づく

りに努めています。 

 

Ｑ3. 営農相談員がほ場に足を運び、情報の提

供をしてほしい。 

（担い手農家からの意見） 

Ａ3. ＴＡＣ・営農相談員の訪問強化により、

ニーズに応じた相談・提案をおこなってい

きます｡ 

Ｑ4. 定期貯金満期手続や、入出金に来てくれ

るのはＪＡだけで助かる。免許を返納する

人が増えているが、継続してサービスをし

てもらえるのか不安です。 

（組合員・地域の皆さまからの意見） 

Ａ4. 遠方のため支店まで出向くにも交通手段

のない方については、今後もできる限り継

続したいと考えています。なお、訪問を依

頼される場合は、なるべく事前に連絡をお

願いできればと思います。 


